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 1943年に処女作『あつかましき人々』(Les Impudents, 1943)で文壇デビューしたデュラスは当初、仏領インドシナと




 彼女の代表作としては『モデラート・カンタービレ』(Moderato cantabile, 1958)、『ロル・V・シュタインの歓喜』(Le 
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 以上の研究の成果は 2014 年度立教 SFR の助成金により、フランスのスリジーで行われたシンポジウムに参加し、
『マルグリット・デュラス―生誕 100 周年 愛と狂気の作家』において著作解題を担当したことで得られた成果で
ある。また本研究は、日本フランス語フランス文学会、仏語完全投稿誌 Littera (Revue de langue et littérature françaises)
へ投稿する予定である。 
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